
絹織物業の展開と農業・農村

中藤康俊

はじめに
政年聞に至り外国貿易の途聞け産額も漸次増加

し，四万余疋を製出せり。然るに産額の増大と

北陸の農業が水稲単作経営であることは，広 共に粗製濫造に流れ為に販路を逼塞し且舶来織

く知られているところである。たしかに，秋の 物の為に圧倒せられて其業次第に衰へ慶応年間

多雨，冬の積雪，日照時間の短いこと等が裏作 に至りては産額一万疋以下に減少せり」という

を制約しているのは事実である。しかし，たと

え水田裏作は無理だとしても，水田を高度に利

状況であった。

明治初年，大聖町の絹商清水幸平は，京都市

用するとか，あるいは山林・原野の開拓によっ の広瀬彦七と相謀り，堅紹という製品の製織に

て畑地を造成するといった多面的な農業は可能 成功した。大聖寺絹の名声は高まり， If江沼郡

なはずであるが，きわめてまれである。 誌』には「本邦未曽有の繁昌を来せり」と記し

従来，農業生産のあり方を生産力の低さ，停 ているほどである。明治12年には製絹改良会社

滞性とか地主制との関連で説明してきたが，農 を設立して品質の改善向上に努めたほか，大聖

業生産のあり方を農業内的要因で説明するだけ 寺町の荒木伊平は器機糸をもって試織し，これ

では不十分であって，農外資本の展開との関連 を改良絹と称して販売したところ好評を博した。

において明らかにしなければならない。その意 明治17年に大塚志良が郡長に就任すると，織物

味では，近年農村を基盤とした織物業の展開を， 業の振興に努めた。彼は郡費で，市橋アイ他3

地域の農村構造や農業生産の動向と結びつけて "'4名の工女を金沢興産社に派遣し，絹織物製

解明したすぐれた成果もみられるのは無視でき 職の技術を学ばせ業者に勧奨したほか，郡費を

ないが，これらはどちらかといえば織物業の展 補助して大聖寺機業伝習所を興した。かくして，

開自体に力点があり，織物業の展開が農業生産 22年頃には，織機台数は1300台に達した。 23年

や農村をどのように変えたかについては不十分 には清水孝平，豊田鍋吉等は長機絹織物組合を

であり，関正治らの研究成果があるのみである。 起し販路を横浜に聞いた。次いで、， 24年には篠

本稿は石川県江沼郡を対象地域として，農業生 原藤平がフランス式バッタン椎を用いて錦城曽

産の展開，農村の再編成を，織物業の発展との 代とし、う絹を作り， 25年には大聖寺町の和泉喜

関連において明らかにしたものである。 平は織機を改良して尺巾軽目絹を， 26年には豊

I 絹織物業の発展

江沼郡の絹織物業は元禄年聞に庄村にはじま

ったが，大聖寺藩の奨励により次第に大聖寺町

にその中心が移りさかんとなった。しかし「安

田鍋吉らが紋羽二重，綾地斜子を製造し，さら

に38年には早崎高寿吉郎，篠原藤平は軽自絹を

作った。また， 29年には井上八十七が従来手織

でなければできなかった中六絹をパッタン権で

製織することを工夫した。かくして，業界の発展
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表 1 機業戸数の推移(江沼郡〉

|工場|家内工業l織元|賃織業|合計
明治37年! 9! 75 1， 700 1， 784 

38 9 72 1， 572 1， 653 

39 15 83 2，250 2，348 

40 21 14 87 3，257 3，379 

41 25 17 87 3，260 3，389 

42 33 16 95 2，786 2，925 

43 43 15 55 1，550 1，663 

大正 1 100 2 10 363 475 

2 72 16 10 125 223 

3 70 12 7 81 170 

4 60 14 6 65 145 

5 61 12 6 51 130 

資料:IF石川県統計書』

況であった。「石川織物業がかく先進機業地を

追い越して発展し得たのは，……品種，品質，

服売市場開拓に対する不断の洞察，機械や工程

に対する業者の苦心経営などもあろうが，根

本的には……，石川織物業は農家の生計補助的

な副業として，親機・子機の賃織関係を中核と

する家内工業の形態を止揚して，農村余剰の婦

女子労働を極めて低廉に，〉一応は近代的な規律

をもっ工場制のなかに導入したからにほかなら

ないj。その結果，職工数は明治41年には8，3悶3担2
人でで、あつたが，大正4年には2，605人に減少し

た。職工は「郡内の者多きも遺きは能登・越前

より近きは能美郡より来るものあり，然れども

は著しし内地用絹織物同業組合が組織された。 其の員数は一割弱にすぎず職工の通勤者の全数

明治併には，南郷村の小島雄太郎が水車動 の三割にして寄宿舎は七割と41
力を利用して力織機100台を設置， 43年には大 第一次世界大戦による好況の影響で織物業も

聖寺町の山田清次郎がガス動力を用いて力織機 大正8，9年は黄金時代であったが，大戦終了

100台を運転して錦城曽代絹を製織した。 44年 とともに機業界は恐慌にみまわれた。大正12年

には大聖寺川水電株式会社が創立されると動力 の関東大震災もこれに追いうちをかけた。しか

化が急速にすすみ，大正時代に入るとともに手 し次第に好況に向かい，大正15年には工場数

織機は次第に姿を消すに至った。「力織機は手 99工場，力織機2，825台，手織機119台を数える

織機に比し製品の統一或は生産費の節減其他 に至った。なお，この頃から人造絹糸が織物原

製産能力等に大なる利益あるを以って需要の増 糸として使われ，内地及び輸出向人造絹織物が

進に伴い漸次力織機を使用する大工場増加し， 生産されるようになった。かくして，工場，従

小椋の工場は勢い廃業するの止むなきに至れ 業員いずれも年を追って増大し，昭和昨には

り」という状況であった。かくて，表1のよう 156工場，従業員6，067人を数えるようになった。

に明治41年以降，賃織業は大幅に減少し，かわ 表2はよれば，大聖寺町に機業場が集中してお

って工場が増加したわけである。しかも，職工 り，機業の中心であることがわかる。当時，織

数100人以上という大規模な工場は明治43年に 機200台以上の工場は山長機業場(明治43年創

はまったくみられなかったのに，大正4年には 業)の 200台，加賀織物株式会社(大正7年創

4工場，同11年には6工場に増加した。力織機 業〉の 261台，山又機業株式会社(大正9年創

の出現によって，羽二重を中心とする各種の新 業〉の 512台および日本絹織株式会社二天工場

しい織物が大量に生産できるようになり，絹織 〈大正7年創業〉の 500台の4工場であった。

物の生産額は明治39年の 125万円から，大正4

年には331万円と 2.7倍に増加し「織物ノ盛衰

ハ直接町ノ消長ニ拘ノ、ルルニ至レリ」という状

E 農業生産の展開

明治初期の農業生産を示す資料として注目さ
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表2 機業場の分布(昭和11年〉

町 キす 名|工場数両民主|従業員数

大聖寺町 69 3，406 3，138 

山 代 町 3 53 50 

山 中 町 2 76 61 

塩 屋 村 2 32 39 

動 橋 村 5 100 93 

月 津 村 4 138 97 

橋 立 村 6 129 83 

東谷奥村 1 2 4 

塩 津 村 2 114 89 

庄 村 1 100 88 

勅 使 村 2 54 70 

河 南 村 14 800 1， 286 

南 郷 村 9 240 224 

西 谷 村 7 91 122 

一 木 村 2 84 125 

矢田野村 2 98 112 

東谷口村 3 152 132 

那 谷 村 2 50 40 

一 谷 村 4 170 122 

分 校 村 5 125 64 

作 見 村 8 289 296 

篠 原 村 3 70 74 

合計 I 156 Iι373 Iω8  

資料:Ii石川県絹業史.n(昭和12年)217~218頁

れる明治10年の『全国農産表』によって，江沼

郡の農業生産構成上の特徴をみると，米が71-3

%を占め，このほかには雑穀をはじめ甘藷，馬

鈴薯，麦類，生糸，実綿，菜種など作物の多か

ったのがこの時期の特徴である。明治14年の

『江沼郡一覧』をみても同様の性格をよみとる

ことができる。また明治12年現在の村落の状況

を全国的規模で示す『共武政表』によっても，

物産として米，麦，蕎麦，大豆，稗，疏菜，魚

類，薪，炭があげられている。大聖寺町の疏莱，

作見・分校村などの水田地帯の米・麦，尾俣村

・水田丸町など山村の薪・炭，塩屋・伊切村な

どの魚介類などから，当地域の当時の物産はか

なり多様であったことがわかる。

『石川県統計書』によって，明治16年の主要

作物の作付面積をみると，表3のとおりである。

米が3，883町でもっとも多く，次いで麦類の982

町，蕎麦246町，黍125町，稗111町，大豆147町，

ぐ甘藷116町といった作物が主なものである。水

田に米，畑には麦類をはじめとする各種の作物

が栽培されたようで，近世の農業をうけつぎ，

表3 主要作物の作付面積(単位，町歩)

|明治昨l明治25年|明治43年|大正2年|大正9年|昭和元年|昭和8年|昭和18年
米 3，883 3，975 4，084 4，158 4，201 4，234 4，278 3，955 

麦 類 982 752 704 729 433 305 217 613 

粟 21 158 148 117 77 14 

黍 125 56 47 9 4 3 

蕎 麦 246 526 354 301 278 184 102 66 

稗 111 12 10 1 2 1 

大 旦 147 433 428 382 315 209 167 

甘 藷 116 183 239 249 241 170 101 

J馬鈴薯 9 43 39 54 50 51 98 

実 綿 46 11 1 

大 麻 37 26 20 13 4 11 

桑 638 568 609 515 555 

茶 364 70 164 75 

菜 種 584 378 

一
資料:Ii石川県統計書』
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自給的性格が強かったといえよう。

さて，この時期の農業生産の特徴を商品流通

という点からとらえ直してみよう。当市域には

移出入のわかる資料がないので，隣接する小松

市安宅港の資料によれば，明治15年に移出品の

59%が木地で，次いで米が41%であり，移入品

としては鱗・身欠緋・締粕などの肥料が85.5%，

石炭が14.5%をしめる。このことから，明治初

期の当地域は全体として食料，原料の供給地域

として位置づけられていたものと考えられる。

ところが，次第に商品経済が浸透し，現金支

出が増えてくると農家は自給自足の農業では生

計の維持がむずかしくなり，明治中期以降，養

蚕が急速に発展して，大正時代から昭和初期ま

石/反

2.6 

2.5 

2目。

'
h
d
 

nu 
za 

Q
】nu 

r
H
M
 

T
t
 

n
U
 

A
U『r

3
 

q
u
 

nu 
q
u
 

F
h
u
 

内

ζ

」
問。M
図1 水稲生産力の推移

(Ii石川県統計書』により作成〉
で畑作物の中心をなした。しかし，何といって

も農業の中心は米作であり，農民が地主制のも 果をおさめたが，それは地主制のもとで，耕地

とでは稲作農業の発展を求めたのも当然で、ある。 の集約的利用による土地生産力の発展というす

稲作農業を発展させる道の一つは水田の外縁

的拡大であり，二つは集約的土地利用による生

産力の発展である。まず，米の作付面積は，明

治16年の3，883町歩から年々増加して，昭和8

ぐれて日本的な農業が展開したことを意味する。

短冊共同苗代はなかなか普及しなかったが，

明治42年の『石川県江沼郡勢一覧』は「三七年

秋季より先づ各区長等に対して，之れが実行を

年には4，278町歩に増加した。原野，荒地の開 誓はしめ，区長等を以て強硬なる勧誘をなさし

拓による水田化だけでなく，畑地の水田化も積 め，当業者より全部調印を了したりしか，三八

極的に行われたものと考えられる。柴山潟周辺 年県令を以て稲苗代方法発布せられ，嚢の誓約

をはじめとして湿田が多く，そのうえ，大聖寺 は必要なかりしも，尚規定に違反者なからんこ

川・動橋川などの氾濫によって度々水害をうけ， とに注意し，今や全部短間形作成を見るに至れ

生産力の低かった当地域の水田のもとでは，農

民が積極的に水田の外接的拡大をはからざるを

り」とのべているように，明治40年前後には，

ほぽ全農家で、短冊共同首代が行われていたよう

得なかったのはいうまでもない。 である。このほか「大正五，六年より縄を張り

第二に生産力を高めるため，米麦種子選択塩 て正条植をなすこととなれりJとのべているよ

水選，短冊共同苗代，正条植など稲作農業技術 うに，大正期に入ると正条植も普及した。

の改良・普及がはかられ，いわゆる「明治農 肥料としては明治時代には下肥を主とし，油

法」が推進された。「明治農法」の展開は明治 粕と魚肥を従として使った。このころはどの農

10年代に2石以下であった反当収量を明治30年 家も自家の下肥だけでなく，大聖寺町などの非

代には2石の線までひき上げることになった 農家からも下肥をくみとり肥料とした。魚肥は

〈図1)。この意味で「明治農法」は一定の成 北海道から移入した胴練としめ粕が多く使われ

一一一 15-ー



た。明治期の肥料は有機質の肥料が多かったが， も多収穫の品種をとり入れることとなった。

30年ごろから化学肥料が使われるようになった。 明治時代を通じて稲作の中心をなしていたの

「堆肥の製造につきては，労力を要すること多 は早生種の「大場」であるが， 30年代は大場の

きを以て，農民は之れ厭ひ，其の労力を工業的 絶頂期であった。しかしこの品種は耐肥性に弱

副業に用ふるを有利なりとするの傾んがあっ く，秋落ち現象とか螺虫による被害が大きいと

たから，硫安・過燐酸石灰といった化学肥料が いった欠点があった。そのため大正期に入ると

急速に農家に普及した。そこで，石川県は「堆 急激に減少するが，それでも石川県立農事試験

肥ハ自給肥料ノ基本タルノミデラス地力ノ維持 場の『管内栽培水稲品種調査成績j](大正4年〉

増進ニ欠クヘカラサルモノナノレノ観念ヲ充分ニ

農家ニ注入スルコト」と指導している。肥料の

増投によって， 水稲反収は明治20年代の 1.7~

1.8石から， 30年代には2石にまで増え， 生産

力は高まったものの，病虫害の発生もはなはだ

しくなって病虫害駆除になやまされた。

明治15年には福田村で「稲田に椿象発生， d昌

獄を極め，多大の被害を蒙りたるを以て各村よ

り応援人夫として八O一六人出役し，三三石七

斗八升二合を採取し」たとし、ぅ。その後毎年採

集者に対し賞品を授与した。摂虫の駆除は「五

月中旬より各村に二ヶ所以上の予察燈を点し，

発蛾期を見計ひ，一斉に点燈誘殺を行はしめ，

によれば江沼郡では大正4年にこの品種が50%

をしめていた。その後，早生で大場より短稗で

しかも耐肥性の強い「千葉錦」が大正期から増

えはじめるが，大正11年の凶作を契機として再

び減少していった。昭和に入ると，千葉錦にか

わって「農林1号」が台頭した。この品種は千

葉錦にくらべて短稗で，耐肥性，耐病性が強く，

味がよく，しかも多収穫であるというすぐ、れた

品種であったから昭和6年に千葉錦がイモチ

の被害をうけて凶作になると，郡内に急速に普

及していった。米の新品種の普及にあたっては，

石川県立農事試験場で品種の比較試験を行い，

優良品種を各郡試験場参観人，篤農家，農業団

又採卵枯穂の抜取に努め」たという。この場合 体で希望するものに無償で、配布した。

も賞品を与えるなどして採集させたようで，同

資料にも明治42年には10円勧業債券以下，賞品

217点を交付し，郡内を通して最多数を採取し

た者には賞状に貯蓄債券1枚をそえて表彰した

という。作見村でも明治43年の資料によれば，

旗虫採卵に奨励金を交付するほか「螺虫駆除発

生期ニ毎夜吏員ヲ派シテ誘蛾燈点火ヲ督励シ」

一方，米が商品として流通するようになると，

農民は米の生産量を増すことにのみ意を注ぎ，

品質についてはあまり考慮しなかったので，米

の質は低下するばかりで，市場から悪評を買う

ようになった。その上，米商人の暴利をむさぼ

るあくどい商法によって，石川県の米はますま

す市場で評価されなくなり，取引先の信用を失

た。このように，病虫害の駆除にはことのほか つてしまった。そこで，県は明治39年から輸出

努めたらしし福田村字敷地で大正14年2月12 米検査， 44年からは一般産米の検査を行うこと

日寄合で「区内挙ゲテ害虫駆除ヲナス日時ニ於 となり，大聖寺町に米穀検査員をおいて村々の

テ他へ日雇等ニ行キタル人アル時ハ其人ヨリ金 産米を検査することとなったので，地主層だけ

弐円ヲ違約金トシテ徴収スル事」ときめている。 でなく自作農民も米の品質を向上させるべく努

こうして，農民の米作りはなみなみならぬもの めた。だが，小作農の場合は米質の改良に努め

であった。そこで耐肥性，耐病性が強く，しか たとしてもそれが直ちに自己の利益にならない
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ので，改良の意欲が乏しかった。そこで，各村 ぃ?ので，馬を飼養せずに馬を使用するという

に小作奨励組合が作られ，等級に応じて奨励米 慣行，つまり農耕期における借罵慣行が発達し

が与えられるようになった。その後は，米の検 た。昭和12年に江沼郡では89頭を福井県から借

査をするだけでなく，米作に関する指導奨励も り受けていることがわかる:水聞の耕起作業に

行うようになったので，品質が向上した。産米

改良奨励方法としては「付地主をして小作奨励

組合を設置せしめ合格米を納むる者に一石に付

二升以上五升迄の範囲に於て米又は之に相当す

る金額を小作人に交付せしむ，同各町村に産米

改良奨励委員二こ00名を嘱託し検査施行の補

助をなさしむ，国米穀改良表彰規程を発布し産

米改良に功績ありたる者の各年の成績を調査し

之れを表彰せり」とした。こうした労働集約的

農業から脱却してさらに生産力を発展するため

ついてみると，昭和18年には江沼郡で、は畜力に

よるものが67%のほか人力によるものも30%あ

ったことがわかるo〉「畜力ハ運搬用トシテハ道

路ノ便宜ヨロシキヲ以テ需要砂ク耕作用トシテ

ハ未タ耕地整理ノ実施ヲ終ラサルヲ以テ使用ニ

便セス弦ヲ以テ畜力ノ利用ハ今日ニ於テハ甚タ

僅少ナリ)」だったから，畜力を利用するために

は耕地整理が欠かせなかった。

石川県で耕地整理が行われたのは明治20年石

川郡野々市村(現野々市町)の郡設模範農場で田

には，耕地整理によって湿田を乾固化するとと 区を改正し水路および農道を改良したのが始ま

もに，畜力を導入しなければならなかった。 りである。これが農業経営上良い成績をあげた

石川県では明治19~21年に福岡県勧農社から， ので，翌21年石川郡安原村(現金沢市)で実施

22， 23年ごろには熊本県から翠の使用が伝えら したのに続いて， 32年までに県下で35町村86ケ

れたが，牛馬耕の普及がすすむのは，明治34年 所， 948町5反歩余りが実施された。 32年に耕

に長野県の松山原造によって松山翠が発明され 地整理法が発布されるまで，県内では耕地整理

てからである。松山主主は使いやすく作業能率も のことを一般に田区改正とよんでいたが，これ

よかったので，明治40年には県農会がこれをす が後に石川方式とよばれる耕地整理であった。

すめたので急速に増加した。耕地整理がすすむ 江沼郡では明治20年以降32年までに5町村5ケ

につれ牛馬耕も普及したが，全国的にみると石 所で， 80町3反歩余りの田区改正を行い，その

川県の牛馬耕の普及率は小さし明治37年には 後43年12月までに13町村17ヶ所で862町2反歩

全国平均の53.9%に対して，石川県はわずか 余りの耕地整理を行った。能登にくらべ加賀で

15.6%であった。しかし，大正3年には全国平 早くから耕地整理がすすんだが，江沼郡は石川

均の59.9%に対し，石川県は40.3%とかなり牛 郡に次いで実施比率が高く水田の23.7%をしめ

馬耕が普及したことがわかる:しかし，石川県 る。明治44年の江沼郡福田村字敷地耕地整理組

の場合「稲葉以外の飼料給源に非常に乏しい地 合の設計書は，工事の効果について，労力の節

帯である。その上，気候的にいって冬期に晴天 約，水利の使，耕地の増加，生産力の増加，収

が少し稲藁のみで馬を飼育することに相侯っ 穫物の品質の増進の5点をあげている。

て，冬期に馬の骨軟症を多く発し，馬の飼育の 明治末期の農業恐慌は，日本農業が米と雑穀

極めて困難な地帯である。 Lかも一般に農林ー その他の作物を生産する労働集約的な方向では

号ごとき早生種であり，融雪後短期間に植付を 発展し得なくなったことを示す。このため，明

せねばならぬので，馬力の必要はかえって大き 治末から大正期にかけて農業生産の再編成がす
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すみ，稲作農業のいっそうの発展，養蚕業の発 内でもっとも減少が著しかっd。農家収入の減
展など商業的農業の発展がみられた。養蚕，製 少を補ったのは機業収入であった。

糸業は農家の副業として早くから行われていた 農家の副業として生成した絹織物業は小規模

が，明治19年から各村で製糸の伝習所を設けた な家内工業であったが，これが商品経済の浸透

り， 28年には製糸業者があつまって組合立簡易

養蚕学校を設立し，その分教場が矢田野，月津p

柴山，南郷，菅谷に置かれ，さらに31年には郡

立養蚕伝習所が設けられ，養蚕・製糸業が発達

した。養蚕は明治末から大正時代を風醸し，畑

地の大半は桑園に変わった。畑作物として多か

に対応する一つの道であった。しかし，絹織物

等が「工場工業的段階に滑りこむとともに賃織

業はもちろん家内工業的製織をも駆逐し，貧農

層から工業的副業の最後の残痕をも剥奪するこ

とによって貧農層の再生産を破壊した?という。

「生産を破壊された貧農層はいや応なく農村を

った大豆や菜種はほとんどなくなり，大麦と甘 離脱して都市プロレタリア{トに転化ぜざるを

藷がわずかにみられる程度であった。商品経済 得ないが?なお彼等が小作・日雇として農村に

に対応するため，農家の養蚕に対する栽培の熱 とどまる場合，その婦女子は織野場にとって

意はますます強まった。ところが，昭和5，6 格好の労働力の提供者」であった。

年の農村恐慌から衰退しはじめ， 16年には太平

洋戦争の勃発によって食糧増産の必要から桑園
E 農民層の分解

は甘藷と麦にとってかわり，衰退の一路をたど 藩政期に機業の展開した大聖寺は，その後も

った。 石川県の機業地として発展し，江沼郡が県の産

養蚕のほか茶・蘭草の栽培と製茶業，花廷の 額にしめる比率は明治25年には37.4%であった

製造，藁製品の製造などは農家の副業であった が，次第に県内の石川郡，河北郡，羽咋郡などで

が，現金収入源として重要で、あった。江沼郡は 織物業の展開が著しく，江沼郡の産額が県内に

大正4年に「藁細工ノ如キハ其作業単純ニシテ しめる比率は低下するものの，動力化がすすむ

資本ヲ要スルコト少ナク且ツ冬季農閑ヲ利用シ とともに工場の規模も大きくなった。そして織

得ルヲ以テ特ニ本県農業状態ニ鑑ミ農家ノ副業 物業の近代化によって農村の分解がすすみ，零

トシテ適当ナルモノ」として各町村に指導・奨 細規模の農家の増加，小作地の増加が明治末期

励したので，農家は経済を向上させるために副 から大正初期にかけてすすんだ。小作地率は明

業につとめた。ここに，労働に労働を加え，加 治31年には20.3%であったが， 43年には25.8%，

工に加工を加えることによって，商品経済に対 大正9年には31.2%となった。

応しようとしている農民の姿がみられる。 昭和4年10月にはニュ{ヨークの株式市場の

大正8年における農家1戸当り農業収入の構 大暴落が起こり，これまで前例のない世界的な

成をみると，江沼郡では穀類カ;63.0%ともっと 大恐慌におそわれた。昭和5年の国勢調査によ

も多しその他には特用作物，用材，林産雑類 れば石川県の失業者は2，343人で，このうち江

と多様であった。しかも，同年における農家1 沼郡の失業者は161人であり，郡内では塩屋村

戸当り収入は1，429円と県内の他地域とくらべ の叫ん大聖寺町の38人，山代町の13人，塩津

て必ずしも少ないとはいえないが，それ以降の

減少は著しく，大正10年には8年の66.1%と県

村の11人，橋立村の10人が多かった。農村より

も商業・工業従業員の多い町に，失業者が多か
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ったようである。 とはできない。ただ，大正10年に旧南郷村大字

世界恐慌の影響をうけて，都市だけでなく農 中代で発生した小作争議について，農林省農務

村も壊滅的な打撃をうけた。アメリカ市場に全 局『小作参考資料・小作争議ニ関スル調査』

面的に依存していた生糸が，世界恐慌の影響を (大正11年〉および『石川県農地改革史.n (昭

うけて繭価格が暴落したからである。そのうえ， 和32年)から知るのみである。この小作争議は

米価も大正末期の1石当り40円前後から昭和6 小作農民団人が， (1)大正10年は不作で、40%の減

年には18円に下がり，農業収入を激減させたか 収となったので、小作料を30%割引すること， (2) 

らである。さらに，失業者の帰農と労働力需要 支配人を変更すること，の 2点を地主に要求し

の縮小によって農外収入も減少した。農家のな たものである。地主は前者の要求に対しては認

かには，肥料代，その他を差引くと赤字になつ めたものの，後者については認めなかったので，

てしまうとか，借金返済のため農地を失う農家 小作農民は農家救済組合を作って闘った。大聖

も少なくなかった。そのため，小作争議は昭和 寺穀物検査所長および同所検査員の2人の調停

期に入ってもおさまらず，とくに昭和初年の恐 によって一時は解決したものの，その条件を地

慌によって激化する。 主側が一方的に破棄したので，小作人15人が8

石川県における小作争議の発生は，昭和4年 町4反歩の小作地を地主に返還した。そのため，

から9年までの聞に153件あったが，このうち 不足の者には耕地を互いに融通したり，また農

64件， 41.8%が能美郡であり，次いで石川郡の 業をすてて他へ転業する者もあったという。事

30件，江沼郡の26件である。加賀平野の水田地 実，当時の小作農の農業経営は，その多くが表

帯で小作争議が多く，金沢・小松市や能登には 4のように収入から種苗費，肥料代などを差引

きわめて少なかった。「第一次欧州大戦後のー くと赤字であったから，有利ではなかった。

般財界の不況が漸次農村に浸潤するに及び稲作 それにもかかわらず，前述したように明治末

減収を理由に小作料減免又は納入米の等級格下 期から大正初期にかけて，絹織物等の工場制工

等所謂近代的小作争議の勃発をみたる当時は， 業への転換に伴い，中小地主層が織物業に力を

江沼・能美及び石川郡の一部を中心としたるも， 注ぎ，農業生産力を発展させるための土地条件

更に農村不況の深刻化は昭和初期に於て小作料 の整備，技術改良に努めなかつた。そのため，

の永久的減額改定又は産米検査に伴う負担過重 稲作の生産力の停滞がつづいた(図1υ)。〕したが

を理由に納米格下の外に補償米の支給を要する つて「近時，小作は従来の如く永続せず」ム， rρ日J

に至りたるに対し，地主側にあつても経営不利 作人から地主に対して耕地の返還を行えるも約

なりとして小作料の値上，小作地売却のため或 三百町歩(石川県下で……筆者注)に達し，就

は小作人変更のための小作地引上を主張するに 中江沼・能美の両郡並に羽咋・鹿島の各郡に於

至り，争議内客が複雑深刻化を加え，関係地域 て返還者の続出を見た」。

も鹿島・羽咋・河北郡と拡大し，昭和9年の稲 小作地率は郡内一様ではなく，瀬越村のよう

作減収時には三市及び珠洲市を除く県下に禰漫 に64.0%という高率の村もあれば，西谷村のょ

した」という。 うにわずか0.5%という村もあった。しかし全

江沼郡における小作争議の内容については， 体としてみると，江沼郡の小作地率は大正14年

資料が残されていないので，その全貌を知るこ の21.5%から，昭和8年には26.6%に増大し，
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表4 小作農の農業経営(大正13年〉

』又 入 支 出

苗|肥 賃|その他|小作料
損 益

品 額 種

反 円 円 円 円
米 761.50 10.00 616. 391. 68 心 657.1

A 畑 700 桑，豆 28.94 2.40 18. 34. 29. 12.81 企 67.6

百十 13.500 790.44 12.40 363. 650. 85. 404・491 企 724・8

米 1.270.00 25.00 509. 328. 70. 498. 891 "160. 8 9‘ 

B ~ jjs 300 茄子，胡瓜 197.00 3.00 113. 75. 10. 1. 45 A 5.4 

22.700 1.467.00 28.00 622. 80. 500.34 " 166.3 

米 926.96 9.80 900. 43. 

C 畑

計 17.400 926.96 9.80 426.00 900. 43. 175. ム 627.1

資料:石川県農会『地主小作収益調査』
注 :Aは動橋村.Bは南郷村字上河崎. cは福田村字二ツの事例

経済恐慌に対応できず没落する多数の農民があ には全国的な規模で米騒動さえ起こった。米価

ったことを物語る。耕地を所有する農家戸数は 上昇の最大の原因は，都市の需要の増大に応ず

大正14年の5.993戸から，昭和8年には5.925戸 る米穀の商品化が地主・米商人等によって米穀

に減少するとともに， 5反未満という零細農家 投機となってあらわれ，米が買占められたから

が2.371戸から2，469戸に増加した。こうして， である。好況による米価の騰貴は，大正8年12

没落する農民は離農せざるを得なかった。大正 月をピーグとして次第に下落し， 11年には27円

14年には専業農家が2，967戸.53.1%をしめた 66銭にまでなった。この米価の暴落によって，

が，昭和8年にはわずか342戸， 6.3%に激減し 農民は深刻な打撃をうけた。大正11年10月，江

た。かくして，昭和初期の小作争議が没落する 沼郡農会長は農商務省食糧局長に対して「此際

農民層によって闘われたことはし、うまでもない。 政府ニ於テハ急速本年稲作柄ニ依ル豊作過剰見

他方，資本主義の発達に伴う都市人口の増大 込米ノ買上ヲ行ヒ猶其ノ他適当ノ方法ヲ講シ以

は，輸送手段の発達とあいまって，明治末期か

ら次第に米穀市場を拡大させた。その結果，米

テ農村擁護ユ努メラレムコトヲ切望ス」と陳情

した。かくして米価の変動が農民経済に与える

に対する商品化を促進し，地主層のなかには直 影響は大きく，農民層の分解をいっそう促進さ

接米商人として米穀取引ににたずさわる者も少 ぜ，農業以外の他産業に従事する者が増えた。

なくなかった。一方，零細自作農は，商品価値

の高い米を販売するためには麦や粟を食べて米

を売るという，いわゆる「窮迫服売」さえみら

れた。ところが大正 3~7年の第一次世界大戦

明治末期から大正期にかけては，養蚕業を中

心とする畑作における商業的農業が発展したに

もかかわらず，人口が流出するという一見矛盾

した現象があらわれた。商業的農業の発展と織

は，はげしい物価の騰貴と実質賃金の低下をも 物業の近代化，圏内の工業化は農民層を分解ざ

たらし，ますます国民生活を圧迫することとな せ，人口が流出するとL、う現象があらわれたも

った。米価は大正4年に1石11円81銭であった のと考えられる。

が， 9年には45円9銭と約4倍に暴騰し， 7年 人口の推移をみると，江沼郡の人口は明治30
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年に本籍人口が61，962人であったが，その後年 義化に対応して，農村の再編成の試みが農会，

年増加しているにもかかわらず，現住人口は30 産業組合等によってなされた。

年の61，265人から減少をつづけ，本籍人口と現 江沼郡では郡農会を作り，農業技術を進歩さ

住人口との差は大正期に入るといちだんと増加 せるため，米作伝習生の派遣，他地域から篤農

し，その比率は13%以上になる。人口流出の状 家を招聴するとか，米作伝習所を開催したりし

況をさらにくわしくみると，山代村，黒崎村， た。明治21年には江沼郡農会は一応解散したが，

大聖寺町，山中町のように工業，商業に従事す 県は28年に農会準則を発布したので、各村で、は農

る者の多い町村では，本籍人口に対して現住人 会の必要性を認識しはじめ，相次いで農会を創

口が多いか，あるいは少ないとしてもその減少 設したので29年には江沼郡農会を再興した。 32

比率が小さいのに対し，農業を主とする村々で 年には農会法， 38年には農会令が発表され，郡

は，本籍人口と現住人口の差が大きかった。大 農会もこの線に沿って改組し，農業技術の発達

聖寺，山代，山中といった都市部に周辺の農村 を促した。農会の会則によれば，本会は農業の

から人口が流出した。しかし，析出された農村 指導奨励に関する施設，農業に従業する者の福

の余剰労働力は地元の労働市場だけでは充分吸 利増進に関する施設，農業に関する紛議の調停

収し得なかったため，出稼ぎするとか北海道や 又は仲裁，其の他農業の改良発達を図るに必要

海外へ移民する者さえみられた。「多数小作人 なる事業等を行うこととした。

中には生活困難なものありて，遠く北海道に移

住し，若くは都会に赴きて労働に従事するもの

なしとせず?という状況で、あった。『石川県江

沼郡誌』によれば「近年，青年が酒屋男となり，

又は京阪地方に出稼するもの年々多きを加ふる

傾向あるを見る」といった記事が多くみられる

ほか，石川県が大正8年に作成した『壮丁教育

成績取調書』によれば同年の江沼郡の出稼人員

は178人で，県全体の36.8%をしめたという。

また北海道に移住した者の全貌を知ることはで

きないが， Ii北海道一一活躍する石川県人の群

像一一j](北陸新聞社〉によれば， 県人会名簿

に記載されている加賀市域(江沼郡山中町をの

ぞく)出身者は93人あり，札幌・旭川市では大

聖寺町出身者が多いのに対し，函館・小樽市で、

ほ塩尻・橋立村出身者が多いのは，北前船時代

からの強い結びつきが考えられる。

町農村の再編成

絹織物業を基軸として浸透する農村の資本主

明治37年日露戦争が勃発すると，石川県知事

は4月20日県下の各郡長，各郡農事巡回教師，

各郡勧業主任，郡書記，蚕業巡回教師，県農会

役員などを集めて「今ヤ日露戦争ノ時局トナリ

農産物ノ増殖ヲ図ルコト国家第一ノ急務タル場

合トナレリ」とのベ，種子塩水選，麦黒穂予防，

種首の正条植，虫害の防除，二毛作の普及，緑

肥作の普及等の農事督励事項をかかげて普及を

図った。農会の活動が農事の改良，発達にはた

す役割は大きかったが， I町村の区域広j聞なる

地にあっては，風土経済状態其他慣習を異にし

統一的計画をなすこと能はざ之」ため，農事実

行組合の設立をすすめた。

このほか，明治33年に産業組合法が制定され

ると，各村に産業組合ができた。勅使村では，

「二九年七，八月ノ霧雨ハ両)11ノ汎濫ヲ被リ殆

ト作毛ノ全部ヲ現フノ惨状ヲ示シ越テ三O年ノ、

浮塵子ノ蔓延狙菰ヲ極メO毒ヲ運ウシタルタメ

中小農民ノ狼狽甚シグ諸税納入ノ如キ督促数回

ヲ累スノレモ完納スル能ハサノレノ悲境トナリ従テ
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肥料ノ購入ニ方リテモ代金延納ヲ設ス商売ナキ

ニ至リ細農ノ困伽見ノレニ忍ヒサルモノアり」と

いう状況で，同村の収入役伽場梅吉氏は勤倹力

行を説くとともに，無限責任勅使村信用購買販

織物業の発展と商品経済の農村への浸透によっ

て農民層の分解がすすみ，農村人口の都市への

流出，北海道への移民がみられた。農会や産業

組合は，小作農民の要求をある程度くみ入れな

売組合を設立すべく努力し，明治34年 3月県下 がら，動揺する農村のたて直しをはかったが，

で最初に設立された。この組合の効果について， 十分な成果をあげることはできなかった。

「低廉有効ナル物資ヲ信用乏シカリシ村民ニ使 (富山大学経済学部〉

用セシメ其直覚ノ利導ニ依リテ共同動作ノ偉大

ナノレカヲ在均君セシメ信用ヲ挽回ト共ニ低利資

金ノ融通ヲ受け更ニ其剰シ得タル零細ノ余財ヲ

貯蓄シテ経済ノ安固ヲ樹テ従テ萎廃シタル道義

心自制力ノ勃興トナリ」とのべている。

また，日露戦争後の不況による農村の荒廃を

たて直すため，政府は勤倹貯蓄をすすめた。明

治39年には庄村から「区画狭少資力弱ニシテ将

来自治ノ本分ヲ尽ス能ハサノレ」ため，作見・動

橋・圧の三ヶ村の合併について江沼郡長に陳情

しているように，積極的に村をたて直そうとし

たことがわかる。

むすび

大聖寺町を中心として発展した江、沼郡の絹織

物業は，明治20年代には，石川県産出額の40%

近くをしめ，一大機業地であった。織物業の発

展が，農民に就業機会を与えて現金収入をもた

らし，それによって，購入肥料の増大がみられ，

水稲反収が上昇した。だが，明治期末から大正

期に水稲反収が停滞するのは，織物業の発展に

伴い農業生産への関心の稀薄化がすすみ，地主

層の機業への転換によって肥料の効果を高める

ための土地改良，耕地整理事業が進展しなかっ

たからである。大正期から昭和初期には，畑作

の重要な商品作物としては養蚕のほかには見る

べきものがなく，畑地の造成もすすまなかっ

Tこ。

農業生産の合理化・商品化にもかかわらず，
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THE DEVELOPMENT OF A TEXTILE INDUSTRY AND PEASANT 

ECONOMY IN ENUMA COUNTY， ISHIKAWA PREFECTURE， CENTRAL 

JAPAN 

Yasutoshi N AKATO 

In the middle of Meiji Era， a home industry of silk fabrics diffused in rural areas 

around Daishoji， which has been a local central place in Enuma county. This 

industry provided peasants in these areas an important source of cash income， and 

enabled them to invest in agriculture. They used Commercial fertilizer and had a 

good harvest of rice. 

However， toward the end of Meiji Era and the beginning ofτaisho Era， some 

modern factories of silk fabrics were established at Daishoji. As a consequence of 

this development， the home industry in the rural areas fell in decay. In addition 

the factories at Daishoji did .not provide the peasants sufficient oppotunities of 

employm~nt. because of a fluctuation in silk textile industry. They were deprived 

of the source of cash income， and a depression in agriculture began. Some of 

impoverished peasants moved to urban areas and Hokkaido， seeking another 
oppoturiity. The leaders of peasants' associations tried to overcome this 

depression， but the results fell short of their expectations. 
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